
















































索し、嫌気性好熱歯の l南株、 Thermuanaerobacterbrochii ATCC3504i、の無細胞抽出液がトレハロー
スから非還元性三輪(セラギノース、 2-0-α-Dー グルコピラノシルα. αー トレハロース)を合成すること
-U9 
を発見した。セラギノースはイワヒパから単雌されている希少の既知糖質であるが、この糖の合成に関わ
る酵素を無細胞仙出液から精製し、性質を詳細に検討した結果、 2種の酵素、すなわち、 つは卜レハロー
スに作用してグルコースと β-G1Pを生成する酵素で、既知の酵素の中で最も耐熱性が高いトレハロースホ
スホリラーゼであり、他の一つはβ-GIPとトレハロースとからセラギノースを合成する未知の酵素〈コー
ジビオースホスホリラーゼと命名、コージビオースに作用してグルコースと β-G1Pを生成する酵素)であ
ることを明らかにした。次いで著者は、応用研究として精製した!二記の 2種の酵素の受存体特異性を克明
にしらべ、酵素の転移反応を利用して、ガラクトシルグルコシド、グルコシルソルボース、グルコシルス
クロース、コージオリゴ糖などの種々オリゴ糖の調製を試み、ホスホリラーゼがオリゴ糖合成に有用であ
ることを示した。
上述の嫌に、本論文は新規二糖ホスホ IJラーゼの発見とそれを利用するオリゴ糖の合成法の確立は、糖
質工学のみならず生物分子機能学、特に酵素化学の分野に著しく貞献するものであり、博士(I'哲学)の学
位授与に値するものと審査した。
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